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あった.Performance Status (PS)は 1で全身状態良好で
あったため手術を選択, 経尿道的膀胱腫瘍切除 (TUR-
BT)と前立腺生検を施行し,良好な経過で退院.病理は膀
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症例 1例目は 75歳男性,浸潤性膀胱癌に対して膀胱
全摘術を施行した.術中,致死性不整脈を起こし,蘇生後
多臓器不全・DIC (DIC score 7点)となった. 2例目は
83歳男性, 既往に前立腺癌があり近医で LH-RHa投与
中. 尿閉となり経尿道的操作により尿路感染症・DIC
(DIC score 9点)となった症例である.2症例とも呼吸・
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